
 

 

 

 

 

 
 
 
 いよいよ今週末には、全町体育大会が中浦緑地で開催されます。子どもたちが、連日気温が３０度を超える中頑張っ
て練習してきた成果を披露いたしますので、ぜひ盛大な声援をお願いいたします。特に、全校ダンスの「橘っ子ソーラ
ン」は、観る者の心を熱くする気迫溢れる踊りに仕上がっています。「さすが、祭りの町の子、橘っ子」と呼ばれるにふさ
わしい踊りを披露しますので、楽しみにしていてください。お天気が心配されますが、熱中症対策として、子どもたちには
水分補給をしっかりさせたいと思います。18 日（水）の予行練習では、水筒のお茶が空になってしまった子どもたちが
たくさんいました。普段よりもたくさん飲むことが予想されますので、できれば大きい水筒、もしくは水筒２本程度を用意
していただけるとありがたいと思います。学校の方でも、５００ｍLのペットボトルの水を１人１本用意いたします。 
当日は、中浦緑地に７：４５、現地集合となっています。お子様の送迎や終了後の片付け等、何かとお世話になります
が、よろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

阿南市立橘小学校 
学校だより №１８ 
令和６年９月２０日 
校長 上原 小代子 

祝 創立 150周年「つなげ伝統 輝け笑顔 未来へはばたけ 橘っ子」 
 

     「輝け！橘っ子」通信 
              学校教育目標「ともに生きる力としなやかに伸びる力をもち、たくましく夢を追求する児童の育成」 

めざす学校 「笑顔・あいさつ・思いやりがあふれる楽しい学校」  

 

 
橘小学校ホームページの 

QR コードです。 

 

150周年記念キャラクター「たちばにゃん」 

全町運動会の予行練習をしました！ 
９月１８日（水）、中浦緑地で運動会の予行練習をしました。目にも鮮やかな人工芝に、子どもたちのやる気も高ま

り、低・中・高学年それぞれの種目や全校ダンスやラジオ体操の練習に元気よく取り組みました。しかし、この日は気温
が３０度を超え、テントの陰以外に休む場所もなく、休憩をとりながら、また水分補給を頻繁に行いながらの実施となっ
たため、子どもたちの体調を考慮して、全校リレーの練習はとりやめました。体調不良を訴える子どももみられ、ホッケ
ー場管理人室のエアコンが効く部屋で休ませたり、学校に搬送して保健室で身体を冷やしたりしました。幸い、大事に
はいたりませんでしたが、９月に入っても猛暑が続いており、９月２２日（日）本番も暑さが一番心配されます。学校は
できる限りの熱中症対策をして本番に臨みますが、子どもたちが前日しっかり睡眠をとり、当日朝もしっかり朝食を食
べて運動会に参加できるよう、ご家庭でもご配慮いただけるとありがたく思います。よろしくお願いいたします。 

    
徒競走の練習。 低学年の「チェッコリまり入れ」。 中学年の「台風の目」。 高学年の「クロスロード」。 

    

全校児童による「橘っ子ソーラン」。 木陰でラジオ体操の練習。 ６年生が子どもたちを集合させます。 高学年種目では４年生が準備を担当。 

 
 
 

3 年生の俳句を紹介します！ 
 3 年生は国語の授業の一環として、俳句作りに継続し
て取り組んでいます。このたび、夏の思い出や運動会、
秋を待つ気持ちなどを俳句に詠んでくれました。紹介し
ます。 

ソーランぶし 練習続けた 運動会 久○ ○さん 

秋の空 トンボがゆらゆら 楽しそう 小○ ○○さん 

運動会 みんなそろって あせひかる 佐○○ ○さん 

青空に ほほえんでいる ひがん花 島○ ○○さん 

こしひくく ソーランにあせ ほとばしる 瀧 ○○○さん 

秋がきた スポーツの秋 運動会 中○ ○さん 

つなげよう バトンなかまと はしりぬけ 中○ ○○さん 

運動会 ソーラン・リレー がんばったよ 舩○ ○○さん 

草むらに ひそむコオロギ かくれんぼ 宮○ ○○さん 

赤い道 いっせいにさいた ひがん花 宮○ ○○さん 

ピンク色 さいたコスモス 一面に 宮○ ○○さん 

学級園 じゃんけん大会 夏やさい 大○ ○○さん 

 

5 年生が稲刈りをしました！ 
９月１９日（木）、5年生の子どもたちが、育てた米の脱

穀作業をしました。昔は千歯こきなどの道具を用いてい
たことを講師先生から教えてもらいましたが、子どもたち
はあえて手作業に挑戦。一粒一粒、稲穂から籾を取って
いきました。「これを一気に取ることができる道具を考え
た昔の人はえらい」「自分で育てた米を早く食べたい」と
いった会話を交わしながらも、ひたすら籾を取る作業に
集中。一粒のお米を食べるまでの手間ひまを実感してい
ました。このあとには、精米という大変な作業が控えてい
ますが、おいしいお米を食べるまで、もうひとふんばりが
んばってください。 

  
一粒一粒丁寧に取っていきます。 一気に取る方法を考える子どもたち。 

 


